
対
象

Ａ％ Ｂ Ｃ Ｄ 評
価

全
体

児童 53.3 38.1 6.3 2.3 3.4

保護
者 29.4 62.3 7.5 0.8 3.2

職員 32.0 68.0 0.0 0.0 3.3

児童 59.9 30.1 8.8 1.2 3.5

保護
者 31.4 59.5 8.0 1.0 3.2

職員 22.0 74.0 4.0 0.0 3.2

児童 72.4 17.0 7.2 3.4 3.6

保護
者 38.8 50.9 9.3 1.0 3.3

職員 48.0 43.0 9.0 0.0 3.4

児童 54.6 27.9 11.9 5.7 3.3

保護
者 21.5 43.4 29.5 5.6 2.8

職員 21.0 58.0 21.0 0.0 3

児童 65.9 22.2 7.7 4.3 3.5

保護
者 50.7 44.4 4.7 0.2 3.5

職員 9.0 87.0 4.0 0.0 3.1

児童 62.3 30.2 6.9 0.6 3.5

保護
者 38.5 51.0 10.3 0.3 3.3

職員 33.0 58.0 9.0 0.0 3.2

児童 68.5 25.8 4.4 1.3 3.6

保護
者 31.4 57.2 10.9 0.6 3.2

職員 33.0 67.0 0.0 0.0 3.3

児童 64.7 29.6 3.8 1.9 3.6

保護
者 28.7 63.9 7.5 0.0 3.2

職員 22.0 74.0 4.0 0.0 3.2

2.5

3.5

3.5

3.5

3.5

3.0

3.5

自己評価等　※A～Dの数値は％
分析及び改善策等

3.3

3.3

3.4

3.0

3.4

3.4

○　昨年度より児童のＡＢ評価が１．９％上がっ
て いるが、保護者のＡＢ評価は２％下がってい
る。職員のＣ評価は１７％→０％であった。

☆　今後も「いじめアンケート」や教育相談等、
常時、好ましい人間関係づくりを図る指導や支援
に全職員で取り組んでいく。
☆　必要に応じて家庭訪問や教育相談を実施し
ながら、いじめや児童の不安の早期発見・解消
に努める。

3.3

○　ＡＢ評価が概ね９０％以上となっている。しか
しＣＤ評価の児童が８．２％（前年７．３％）である
ことから指導体制の工夫やＩＣＴの充実など指導
の在り方を 工夫し、個々の学びを充実する必要
がある。
☆　各学期ごとに学習の定着をしっかり見届け、
学習状況ついて家庭と連携を図る。
☆   個別最適化の学びを推進するために、タブ
レットを活用した授業の在り方について、今後研
究と実践を深めていく。

○　昨年に比べ、児童・職員ともにのＡ評価が大
幅に大きくなり、昨年に比べて学習習慣の定着
に向けた意識は高まっているといえる。
☆　落ち着いた学習に取り組んでいるクラスが多
く今後も学年間の連携をとりながら取組を継続し
ていく。
☆　指導方針や方法を発信しながら、家庭と連
携し、一貫した指導を継続して取り組んでいく。

○　ＡＢ評価については、児童・保護者ともに昨
年度とあまり変わらず、概ね良好である。職員の
Ａ評価が飛躍的に増えた。
☆　家庭学習に関しては、年度当初に家庭と学
校とで共通理解を図る場がなかった。個別面談
や学級通信などを通して情報提供と実践の継続
を意識したいところである。

○　保護者、職員ともに昨年に比べBＣ評価が増
えている。昨年度に引き続き重要課題の一つで
あることが明確となった。
 
☆　図書司書による読み聞かせに取り組んだり、
「読書祭り」を実施したりして読書に親しむ場を設
定してきた。今後もこれまでの取組に工夫を加え
ながら、家庭との連携も工夫する。

○　本年度追加した項目である。コロナ禍の様々
な活動が制限された中ではあるが児童・保護者・
職員ともに９割近くがＡB評価である。ＣＤ評価の
要素を分析し、さらに楽しい学校づくりを行う必要
がある。
☆　これまでの固定概念から脱却し、活動の精
選・創造を行うとともに、学力向上を軸とした教育
課程を編成していく。

3
温かい人間関
係づくりに向
けた手立ての
工夫

・引き続きの取組を望みたい。
・コロナ感染者の情報での誹謗中傷等、コロナが
流行して大人たちの会話からの謂れのないことも
心配しないといけないと思います。周りの「見守る
目」を学校、保護者、地域で育つと良いと思う。
・日頃からあいさつ、感謝の心をもつことが人間
関係をよくするのではと思います。

4

規範意識や
思いやりの
心、基本的な
生活習慣（ス
リッパ並べ、
廊下歩行等）
の定着

・日常指導、道徳科での指導、お手本となる姿の
継承の取組に期待する。
・家庭への情報提供、家庭学習の強化。
・学校では規律やきまりがなぜ必要なのか理解さ
せ、特に時間を大切にする取組もお願いします。
・なかなか学校に行くことが少なくなり、学校内の
様子が見えづらいところも多くなった。学年に応じ
た姿を子どもたちが身に付けてほしい。

4
読書習慣の
定着に向けた
手立ての工夫

・読み聞かせの工夫、家庭での工夫。学校では毎朝５
分の読み聞かせ。家庭では父親読み聞かせ。
・学校から本を借りてきて、うれしそうに読んでいま
す。自宅にいる時間が多くなった分、読書をする時間
も増えたと思います。本を借りるのが目的ではなく、読
むのが目的になるようにしてほしい。

楽しい学校生
活1

○　児童・保護者は昨年度とあまり変わらない
が、職員はＣ評価が増えた。コロナ禍の中で元
気のよい挨拶をする機会が減り、マスク生活で
表情が見えないことも要因に挙げられる。また、
校内の姿が校外でも反映されていないという意
見も多かった。
☆　「あいさつ運動」の取組や学級指導を今後も
継続していく。また、地域、家庭との連携に努め
る。
☆　職員の率先垂範による指導に努める。

○　児童、保護者、職員ともに昨年度に比べＡ評
価の割合が大きく増加した。教師間の個人差は
見られるもののの、学年・学級で共通理解したう
えで指導した成果がみられる。
☆　学校外での規範意識と生活習慣に対する意
識の更なる高揚に向け、日常指導や道徳科での
指導、学年部に応じた「お手本となる姿」の継承
に向け、指導を工夫していく。

・楽しい学校生活が送れている評価は望ましい結果です。
・豊かな心つくりは家庭＋地域に委ねる部分が多く、個々の
性格も異なることから難しい課題だと思います。特にここ２
年間はコロナ禍の影響により生活習慣、学校生活が大きく
変化したことで余裕がなくなり心の乱れが生じているのでは
ないかと心配しています。しっかりとコミュニケーションをと
り、ケアに努めてください。今こそ、地域、保護者、学校が三
位一体となった活動が必要だと感じています。地域の一人と
して協力していきたいと思います。マスク、手洗い、消毒が
基本となり、会話が少なくなり、学力だけではない人間形成
で大切な事がなかなかできなくなったような気がする。
・コロナ禍で活動ができない中、今は個々が創意工夫し授
業や学校生活を楽しく送れたら、と思います。お別れ遠足で
縄跳びは接触を避け、体力作りはよかったなと思いました。

3.5

豊
か
な
心

令和３年度　　日向市立財光寺南小学校　　学校評価

重点目標
　　　学校運営協議会委員の

御意見と評価

2
元気な挨拶や
会釈の定着
のための手立
ての工夫

・コロナ禍マスクの着用のせいで顔の表情もはっきり
せず、元気な声が聞けなくなった。自分からのあいさ
つが聞けない。引き続きあいさつ運動の継続を望む。
・PTAでのあいさつ運動ができなくて心苦しい思いで
す。子どものあいさつは大人から！保護者同士のあ
いさつ運動をしていった方がいいのかな、と最近思い
ます。
・登校時、毎朝高齢のご夫婦が２年前から声をかけて
くれ、あいさつをする子が増えています。寒いときもポ
ケットに手を入れて下を向いて登校する子もいます。
注意すると治るのですが、数日後は元通りに。転倒時
に顔面や体のカバーができない。

3.3

2
望ましい学習
習慣の定着に
向けた手立て
の工夫

・児童の興味関心を高める教材活用、繰り返しの
指導が活かせられた結果だと思われます。
・タブレット授業も始まり、子どもたちの学習のや
り方も変化があり、学ぶことに対しての興味も出
てくると思います。コロナで学習のやり方が変化し
たものが子どもたちにも定着したのかなと思いま
す。
・オンライン、タブレット授業に集中しているように
見えます。コロナ感染も落ち着き、本来の先生と
児童との対面式授業が早くできるようになるとい
いと願います。

3
 家庭学習の
習慣化に向け
た手立ての工
夫

・保護者との連携、個別面談の取入れ、情報提供
の取組をさらに続けてほしいです。
・コロナの感染対策で外遊びができなくなり、メリ
ハリが薄くなり宿題や学習の取組ができないこと
も多かったような気がします。
・２年間もコロナ禍で授業時間も少なくなり、不安
なこともあると思います。学ぶことが楽しいと家庭
内でもできないかなと思いました。

確
か
な
学
び

1

分かりやす
い授業に向
けた手立て
の工夫

・創意工夫の努力の表れと思われます。
・個別指導の強化（タブレット取入れ工夫）を願う。
・今回の評価結果を、教賞金、保護者、児童、地域と全員で
情報の共有を図りながら共通認識のもと活動を進めること
が重要だと考えます。評価結果を見ると児童一人一人が興
味をもって取り組める学習内容になっていると感じました。
真剣なまなざしで授業に取り組ませることも重要ですが笑顔
があふれる雰囲気作りにも努めてください。
・コロナの状況でいつ休校になるか分からない中で日々大
変だったと思います。学年の状況に応じて今後も指導してほ
しいです。タブレット授業の在り方も今からの課題だと思い
ますので、使用の目的など子どもたちへの指導もちゃんとし
てほしいです。
・一人一人が集中して授業を受けている姿勢を感じました。
コロナ禍の先生達の指導の工夫がみられました。

評価段階 Ａ とてもよい=４ Ｂ だいたいよい=3 Ｃ もう少しである=2 Ｄ あまりよくない=1



児童

保護
者 37.6 55.6 6.7 0.0 3.3

職員 29.0 71.0 0.0 0.0 3.3

3.3

○　保護者評価は昨年と変わらないが、職員の
Ｃ評価が２０％→０％となった。特別支援教育
コーディネータを中心に、組織的な対応にができ
たものと思われる。特別支援教育の視点を生か
した学習指導についも研修の機会を設けること
ができた。
☆　参観日等、学校行事の機会を活用するととも
に、文書による啓発など、特別支援教育の理解
に努めていく。必要な支援を行うとともに保護者
との教育相談の充実に努める。

5 特別支援教
育の充実

豊
か
な
心

3.5

・コロナでなかなか大変だったと思います。保護
者との連携も取れていると思います。先生やコー
ディネータの方の負担が増えないようにしてもら
いたいです。



児童 73.6 19.7 5.0 1.7 3.7

保護
者 33.4 58.0 8.3 0.2 3.2

職員 33.0 58.0 9.0 0.0 3.2

児童 55.8 27.5 10.4 6.4 3.3

保護
者 35.4 57.3 7.1 0.2 3.3

職員 25.0 58.0 17.0 0.0 3.1

児童 66.6 24.7 7.3 1.4 3.6

保護
者 43.0 50.8 6.0 0.2 3.4

職員 33.0 54.0 13.0 0.0 3.2

児童 72.0 22.7 3.0 2.3 3.6

保護
者 49.7 43.0 7.3 0.0 3.4

職員 38.0 62.0 0.0 0.0 3.4

児童 61.7 30.3 5.5 2.5 3.5

保護
者 36.0 53.2 10.4 0.4 3.2

職員 9.0 61.0 30.0 0.0 2.8

児童

保護
者 37.3 51.1 10.3 1.3 3.2

職員 13.0 65.0 22.0 0.0 2.9

児童

保護
者

職員

グランドデザ
インの理解

保護
者 31.2 55.6 10.5 2.7 3.2

保護
者 29.1 55.9 13.9 1.1 3.1

職員 4.0 78.0 18.0 0.0 2.9

3.0

3.5

2.5

3.0

3.5

○　児童がは昨年よりＡＢ評価が微増。職員もC
評価が１7％減った。昨年に比べ、コロナ禍にお
ける活動の工夫ができたのではないか。
　
☆　本校の「体力向上プラン」で課題として挙げ
ている「敏捷性」「瞬発力」の向上に向け、コロナ
禍における運動の在り方を工夫し、実践してい
く。

2.5

○　昨年に比べ、児童、教師のＣ評価が増えて
いる。メディアとの付き合い方について、財光寺
中校区としての取組を行っているが、改善されて
いない児童も多くいることがうかがえる。
☆　コロナ禍で取り組めなかった学校保健委員
会の活動や学級懇談の充実を基本とし、通信な
どによる、啓発活動だけでなく、確かな実践につ
ながる指導を行っていく。

小
中
一
貫
教
育

4 3.0

・なかなか思うように活動できなかったと
思う。PTA活動もできず、心苦しい思いで
す。

3.0

・キャリア発掘、ふれあい活動のすすめ。
・コロナ禍の中で一番できなくなったところ
だと思います。一番大切な時期に体験を
してあげられないのはとても残念です。

2
学校経営や
教育活動等に
ついての情報
発信

・情報発信を進め、地域住民を学校教育
に巻き込む環境づくりに努力して欲しい。
学校だより、ホームページ、アンケート等
の発信はありました。
・コロナ禍、接触や密を避け、授業をする
のは大変で、職員の皆さんは創意工夫さ
れていると思います。

3
　参観日・学
校行事の計
画的実施と内
容の充実

連
携
等

1
体験・ふれあ
い活動の推進
によるキャリ
ア教育の充実

3.1

○　保護者評価は昨年とほぼ変わらないが、職
員の２割が昨年度より低評価となった。小中一貫
教育に関して、小中連携の活動も十分に出来な
かったこともあり、保護者だけでなく職員間でも
認識と実践が不十分であったことがうかがえる。
☆　ＰＴＡ総会、参観日、学校だより、ホームペー
ジ、通信等で積極的な情報発信に努める。

○　昨年に比べ、児童保護者の評価にあまり変
化は見られないが、職員のＣ評価が３０％となっ
た。コロナ禍の中、工夫して活動に取り組んだが
体験・ふれあい→発信までの学びの深まりまで
至らなかったという点からこのような結果になっ
たと考えられる。
☆　人材バンクの啓発を行うとともに、活用の場
面を指導計画の中に位置付ける必要がある。
☆　リモート授業の実施等、感染対策を考慮しな
がらキャリア教育の充実を図る。

○　昨年に比べ、保護者・職員ともにＣ評価が少
なくなり、その分Ｂ評価が増えた。情報発信の方
法について様々な提案も見受けられ、工夫・改善
の余地は十分にある。
☆　学校だより、ホームページによる発信だけで
なく、各種アンケートの回答フォームの利用等、
効率的な手段も講じていく。

3.2

グランドデザ
インの取組

4
避難訓練、交
通安全教室
等、安全教育
の充実

健
康
・
安
全

1
運動や戸外で
の運動遊びの
奨励

・コロナ対策をしながらとても大変だと思います。昼休みがな
く、外で遊ぶことに制限があり大変なこともありますが続けて
ほしいです。
・コロナ禍、スマホやゲームにと、体を動かすことが少ないの
では。家庭での取組と児童が工夫して取り組んでいたのは
よかったです。

・日頃の訓練が大切。地域住民を巻き込む訓練計画
なども必要だと思います。
・安全への取組については、命を守ることにつながり
ますのでより一層の目配り気配りをお願いします。
・災害が多いのでしっかりとしてもらいたいです。交通
安全はヒヤッとすることもあるのでしっかり指導しなく
てはいけないと思う。
・PTA、保護者に通学路が安心・安全に登下校できる
か見直し、登下校時の児童の見守りを保護者に関心
をもってもらえたらいいと思います。

3.4

3.2

3.4

3.5

○　ほぼ昨年同様の結果であるが職員のＣ評価
が５％増えた。授業、学 級での指導、給食指導
を通して、食に対する意識を高めることができ
た。しかし、偏食や少食などの個人差に応じた食
習慣の育成を引き続き継続する必要がある。
☆　偏食及び小食、アレルギー対応に留意しな
がら、発達段階に応じた児童の食への関心を高
め望ましい食習慣の育成を図る。

○　昨年に比べ、児童・保護者の評価にあまり変
化は見られないが、職員のＣ評価が２２％→０％
となった。  ただ、各学級での指導は、十分に実
施したが、地域での交通安全の意識の低さも指
摘されており、指導の充実を図る必要がある。
☆　引き渡しを想定した避難訓練を望む声が保
護者より数名挙がっていた。コロナ禍ではある
が、訓練の方法を見直し、実際の場で生かせる
避難の在り方を確立したい。
☆　学校だより、ホームページ、実地指導等によ
り 地域との協働への働きかけに努めていく。

2
早寝・早起き・
朝ご飯の定着
に向けた手立
ての工夫

・保護者向けの情報活動、共有化に努力をしてほし
い。ノーメディア実施も引き続き取り組んでほしい。
・自宅で過ごす時間が増え、生活リズムが乱れている
と思う。

3

給食指導や
弁当の日の
取組による望
ましい食習慣
の育成

・学校任せにならないよう、食習慣の育成についても
家庭と連携を密に取り組んでほしいです。
・健康については正しい食習慣が基本となることから、
保護者への協力の呼びかけを粘り強く行ってくださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
弁当の日に子どもと作るのもよいが、平日は少し大変
です。食に対する興味をもつことは弁当の日に会話を
することが大切だと感じました。日常に食習慣を家庭
でも定着させることが大切だと思います。
・幼児期の離乳食が大事で好き嫌いは生産者、料理
を作る人への感謝と食品ロスをなくすことではないで
しょうか。


